
冬ぶどう つるたスチューベン 鶴
つる

田
た

町
まち

　「つるたスチューベン」は、国の地理的表示（GI）保護制度にブドウとして初めて登録され、糖度18度以上と非常に甘く、日
持ちの良さが特徴です。
　りんごの貯蔵技術を活かして収穫後すぐに冷蔵保存することで、酸味が抜けより甘さが際立ちます。12月１日からGI 産品「つ
るたスチューベン」として出荷され、翌年の２月頃まで食味と鮮度を維持したまま楽しめます。
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新
春
に
あ
た
り

青
森
県
町
村
会
長

濱　

舘　

豊　

光

あけましておめでとうございます
青

森

県

町

村

会

会　
　

長　

濱　

舘　

豊　

光

副
会
長　

冨　

岡　
　
　

宏

同　
　

山　

﨑　

結　

子

理　
　

事　

阿　

部　

義　

治

同　
　

相　

川　

正　

光

同　
　

山　

田　

年　

伸

同　
　

長
久
保　

耕　

治

同　
　

野　

﨑　

尚　

文

同　
　

若　

宮　

佳　

一

監　
　

事　

荒　

谷　

憲　

輝

同　
　

佐　

藤　

陽　

大

同　
　

品　

川　

新　

一

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
村
長
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
お
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
会
に
対
す

る
御
理
解
と
御
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
発
生
し
た
青
森
県
東
方
沖
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
進
行
は
、
社
会
、
経
済
、
地
域
な

ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
や
急
激
な
気
候
変
動
が
、
経
済
活
動
や
国
民

の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
昨
年
は
全
国
各
地
で
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謹んで新春のお慶びを申し上げます

顧　
　

問　

工　

藤　

祐　

直

同　
　

船　

橋　

茂　

久

常
務
理
事
兼
事
務
局
長　
　
　
　
　

　

檜　

山　

和　

宏

ほ
か
職
員
一
同

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

管
理
者　

濱　

舘　

豊　

光

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

会　

長　

濱　

舘　

豊　

光

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟

青

森

県

支

部

支
部
長　

山　

田　

年　

伸

発
電
関
係
市
町
村
全
国
協
議
会

青

森

県

支

部

支
部
長　

平　

田　
　
　

衛

ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
や
農
作
物
等
被
害
が
生
じ
、
本
県
に
お
い
て
も
そ
の

被
害
は
災
害
の
域
に
達
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
私
た
ち
町
村
は
、
地
域
の
持
続
性
を
追
求
し
な
が
ら
、

農
林
水
産
業
の
振
興
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を
核
と
し
た
地
域
経
済
の
再

生
・
回
復
に
向
け
て
、
ま
た
、
地
域
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
希
望
に

あ
ふ
れ
、
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
や
、
い
つ
、
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る

災
害
に
備
え
た
防
災
・
減
災
対
策
、
国
土
強
靭
化
に
向
け
て
、
心
を
一
つ
に

し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
私
ど
も
町
村
会
の
財
政
基
盤
で
あ
る
共
済
事
業
に
つ
い
て

は
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
事
業
規
模
に
ま
で
成
長
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

本
県
は
全
国
で
も
６
番
目
の
町
村
数
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
は
こ
れ
ら
を
大
き
な
財
産
と
し
て
捉
え
、町
村
長
相
互
の
「
連
携
」

と
「
調
和
」
を
も
っ
て
大
き
な
「
輪
」
と
な
り
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
と

輝
か
し
い
未
来
の
実
現
に
向
け
て
、
県
を
は
じ
め
全
国
町
村
会
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
方
の
御
多
幸
と
町
村
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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大
会
で
は
、
棚
野
全
国
町
村
会

長
（
北
海
道
白
糠
町
長
）
が
あ
い

さ
つ
し
、「
我
が
国
の
食
料
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
が
先
進
諸
国

の
中
で
も
極
め
て
低
い
水
準
で
あ

る
こ
と
に
対
し
、
強
い
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
。
食
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
的
な
確
保
は
最
優
先

の
課
題
。
国
は
、
食
料
お
よ
び
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
大
幅
な
向
上

と
、
そ
れ
を
担
う
農
山
漁
村
地
域

の
振
興
発
展
、
そ
し
て
国
民
意
識

の
醸
成
を
図
る
た
め
実
効
あ
る
具

体
的
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
私
た
ち
町
村
の
個
々
の
力
は

小
さ
い
が
、
互
い
に
協
力
し
、
待

ち
受
け
る
困
難
に
英
智
を
結
集
し
、

一
歩
先
を
見
据
え
な
が
ら
様
々
な

変
化
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
す
る
こ
と
が
重
要
。
今
後
と
も

９
２
６
町
村
が
一
致
結
束
し
て
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
参
加
者
に
訴

え
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
挨
拶
に
移
り
、

高
市
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
は
「
日

本
は
今
、
人
口
減
少
や
物
価
高
な

ど
の
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
高
市

内
閣
で
は
『
強
い
経
済
』
を
作
り
、

今
の
暮
ら
し
や
未
来
へ
の
不
安
を

必
ず
希
望
に
変
え
る
。
そ
の
た
め

に
『
責
任
あ
る
積
極
財
政
』
の
考

え
方
の
下
、
戦
略
的
に
財
政
出
動

を
行
う
。
地
方
の
活
力
は
日
本
の

活
力
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ

伸
び
代
を
活
か
し
、
そ
こ
に
暮
ら

す
住
民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
必
要
な
医

療
と
福
祉
や
質
の
高
い
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
働
く
場
所
が

あ
る
。
そ
う
い
う
日
本
列
島
を

創
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
議
事
に
入
り
、
町
村

行
財
政
を
め
ぐ
る
諸
問
題
解
決
に

向
け
た
15
項
目
の
決
議
案
並
び
に

特
別
決
議
が
満
場
一
致
で
決
定
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
35
項
目
の
大
会

要
望
も
一
括
採
択
さ
れ
た
。　

決
議
（
項
目
抜
粋
）

一
．
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
に
対
す
る
国
民
の
意
識
の

醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
自

給
率
向
上
に
向
け
た
施
策
を

強
化
す
る
こ
と
。

一
．
農
業
の
持
続
的
な
発
展
と
農

村
の
振
興
を
図
る
こ
と
。

一
．
森
林
・
林
業
の
再
生
と
水
産

業
の
振
興
を
通
じ
た
山
村
・

漁
村
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
。

一
．
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業

振
興
を
強
化
す
る
こ
と
。

食料およびエネルギー自給率の向上対策と食料およびエネルギー自給率の向上対策と
農山漁村地域の振興を求める特別決議案を採択農山漁村地域の振興を求める特別決議案を採択

全国町村長大会全国町村長大会
　全国町村会は11月19日、東京都のＮＨＫホールで全国町村長大会を開催し、県内町村長
をはじめ、全国の町村長など約1,300人が出席した。



５

　

本
会
、
岩
手
県
町
村
会
、
秋
田

県
町
村
会
は
、
11
月
19
日
、
３
者

合
同
に
よ
り
、
東
京
都
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
北
東
北
三
県

町
村
長
中
央
研
修
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
各
県
町
村
長
及
び
事
務

局
長
等
約
70
人
。

　

研
修
会
で
は
、
本
会
の
濱
舘
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
一
般
社

団
法
人
人
口
減
少
対
策
総
合
研
究

所
所
長
で
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
河
合
雅
司
氏
が
「
北
東
北
の

未
来
年
表　

人
口
減
少
社
会
の
活

路
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　

本
会
は
11
月
12
日
、
青
森
市
の

県
共
同
ビ
ル
で
第
４
回
理
事
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
濱
舘
会
長

を
は
じ
め
役
員
町
村
長
10
人
。

　

理
事
会
で
は
、
令
和
７
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
案
や
全
国
町
村

会
表
彰
規
程
に
よ
る
自
治
功
労
者

の
推
薦
な
ど
を
審
議
し
、
原
案
ど

お
り
決
定
し
た
。

議　

案

○
議
案
第
１
号　

令
和
７
年
度
青

森
県
町
村
会
一
般
会
計
補
正
予
算

（
補
正
第
１
号
）
案

協
議
事
項

○
全
国
町
村
会
表
彰
規
程
に
よ
る

自
治
功
労
者
の
推
薦
に
つ
い
て
＝

町
村
長
前
職
１
名
、
現
職
３
名
を

推
薦
す
る
。

○
青
森
県
町
村
会
表
彰
規
程
に
よ

る
被
表
彰
者
に
つ
い
て
＝
副
町
長

１
名
、
一
般
職
の
職
員
１
２
３
名

を
被
表
彰
者
と
す
る
。

本
県
、岩
手
、秋
田

で
合
同
研
修

北
東
北
三
県

町
村
長
中
央
研
修
会

補
正
予
算
案
を
決
定

本
会
臨
時
総
会

自治功労者の
被表彰者を
決定

第４回理事会

議　

事

○
議
案
第
１
号　

令
和
７
年
度
青

森
県
町
村
会
一
般
会
計
補
正
予
算

（
補
正
第
１
号
）
案
＝
町
村
長
行

政
調
査
研
修
の
参
加
人
員
数
が
当

初
の
見
込
を
上
回
っ
た
こ
と
に
伴

い
補
正
す
る
も
の
。

　

本
会
は
11
月
18
日
、
東
京
都
の

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
令
和

７
年
第
２
回
臨
時
総
会
を
開
催
し

た
。
出
席
者
は
濱
舘
会
長
は
じ
め

町
村
長
27
人
。

　

臨
時
総
会
で
は
、
濱
舘
会
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
議
事
に
入
り
、

本
会
一
般
会
計
の
補
正
予
算
案
に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
議

決
し
た
。

　

ま
た
、
臨
時
総
会
終
了
後
に
引

き
続
き
、
町
村
長
大
会
説
明
会
及

び
県
選
出
国
会
議
員
と
の
懇
談
会

を
開
催
し
た
。

一
．
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

少
子
化
対
策
を
さ
ら
に
強
化

す
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生

を
推
進
す
る
こ
と
。

一
．
都
市
と
農
山
漁
村
の
共
創
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
。

一
．
東
日
本
大
震
災
、
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
及
び
豪
雨
災

害
等
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の

加
速
と
、
全
国
的
な
防
災
・

減
災
対
策
、
国
土
強
靱
化
を

推
進
す
る
こ
と
。

一
．
減
税
に
よ
る
地
方
の
減
収
に

対
す
る
代
替
財
源
を
含
め
、

町
村
に
と
っ
て
最
重
要
課
題

で
あ
る
地
方
交
付
税
等
の
一

般
財
源
総
額
を
確
保
す
る
こ

と
。

一
．
実
効
あ
る
経
済
対
策
に
よ
る

地
域
経
済
の
再
生
を
図
る
こ

と
。

一
．
地
方
分
権
改
革
を
推
進
す
る

こ
と
。

一
．
町
村
の
デ
ジ
タ
ル
化
施
策
へ

の
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。

一
．
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
提
供

体
制
を
堅
持
す
る
こ
と
。

一
．
地
域
か
ら
の
脱
炭
素
化
を
推

進
す
る
こ
と
。

一
．
参
議
院
の
合
区
を
早
急
に
解

消
す
る
こ
と
。

一
．
領
土
・
外
交
問
題
・
国
民
の

安
全
保
障
に
毅
然
と
し
た
姿

勢
で
臨
む
こ
と
。

開会あいさつする濱館会長
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り
、
審
議
の
結
果
、
令
和
８
年
度

の
負
担
金
額
は
、
各
団
体
か
ら
提

出
が
あ
っ
た
負
担
金
額
ど
お
り
決

定
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
で
は
各
法
令
外
団

体
は
新
た
な
視
点
で
目
的
や
事
業

の
抜
本
的
な
検
討
・
協
議
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
各
法
令

外
団
体
に
対
し
、
次
の
事
項
を
申

し
入
れ
す
る
こ
と
と
し
た
。

１
．
経
費
節
減
や
団
体
運
営
の
あ

り
方
に
つ
い
て
常
日
頃
か
ら
見

直
し
を
す
る
と
と
も
に
、
繰
越

額
が
支
出
済
額
を
上
回
る
団
体

に
あ
っ
て
は
、
賦
課
基
準
の
見

直
し
等
を
行
い
町
村
負
担
金
の

減
額
に
努
め
る
こ
と
。

２
．
町
村
負
担
金
は
、
本
会
の
決

定
額
を
上
限
と
し
、
事
業
費
等

の
増
額
に
連
動
し
町
村
負
担
総

額
を
増
額
し
な
い
こ
と
。

３
．
会
員
市
町
村
数
等
の
減
少
に

伴
い
、
均
等
割
負
担
金
を
増
額

し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
賦
課
基

準
と
す
る
数
値
が
減
少
し
た
場

合
は
、
現
行
の
町
村
負
担
金
を

維
持
す
る
た
め
、
賦
課
基
準
の

単
価
を
増
額
し
な
い
こ
と
。

４
．
他
団
体
と
統
合
し
た
団
体
に

お
い
て
は
、
統
合
に
伴
う
事
務

運
営
の
効
率
化
に
よ
り
町
村
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

　

本
会
は
11
月
12
日
、
青
森
市
の

県
共
同
ビ
ル
で
負
担
金
等
委
員
会

を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
濱
舘
会

長
を
は
じ
め
委
員
の
町
村
長
８
人
。

　

本
委
員
会
は
、
各
町
村
の
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
政

を
さ
ら
に
圧
迫
す
る
法
令
外
負
担

金
等
の
負
担
内
容
を
明
確
化
し
、

町
村
行
財
政
の
安
定
と
効
率
的
運

営
を
図
る
た
め
開
催
す
る
も
の
。

　

令
和
８
年
度
の
法
令
外
負
担
金

規
制
団
体
は
43
団
体
（
対
前
年
度

比　

１
団
体
減
）
で
、
総
額
９
６

５
８
万
７
９
０
０
円
の
回
答
が
あ

11
月
19
日
、
本
会
は
市
長
会
と

連
名
で
、
環
境
省
に
対
し
「
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
の
被
害
防
止
対
策
等
へ

の
支
援
強
化
等
に
関
す
る
緊
急
要

望
」
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
は
全
国
各
地
で
ク
マ
に

よ
る
被
害
が
相
次
ぎ
、
本
県
で
も

出
没
件
数
が
過
去
最
多
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
ク
マ
対

策
に
係
る
財
政
支
援
な
ど
を
求
め

実
施
し
た
も
の
。

　

要
望
に
は
市
長
会
か
ら
西
会
長

と
弘
前
市
の
田
中
副
市
長
、
十
和

田
市
の
田
村
副
市
長
が
、
本
会
か

ら
は
濱
舘
会
長
が
参
加
し
、
環
境

省
で
青
山
環
境
副
大
臣
、
上
田
環

境
事
務
次
官
と
面
会
し
、
現
場
を

担
う
市
町
村
の
実
情
を
説
明
し
た
。

■
濱
舘
会
長
が
人
的
・
物
的
支
援

を
訴
え
る

　

濱
舘
会
長
は
、
町
村
で
は
限
ら

れ
た
人
員
や
物
資
の
中
で
対
応
を

迫
ら
れ
て
い
る
現
状
を
指
摘
。
そ

の
上
で
、
捕
獲
に
係
る

国
・
県
等
の
射
手
な
ど

の
人
員
や
、
効
果
的
な

捕
獲
用
具
・
車
両
の
提

供
、
さ
ら
に
専
門
的
な

知
見
を
持
つ
人
材
が
市

町
村
に
寄
り
添
っ
て
支

援
す
る
「
伴
走
支
援
」

を
行
え
る
人
材
の
派
遣

を
要
望
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
青
山

環
境
副
大
臣
か
ら
は

「
ク
マ
出
没
防
止
対
策

の
専
門
家
の
派
遣
を
始

め
て
お
り
、
迅
速
な
被

害
防
止
対
策
を
進
め
て

い
く
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
ま

た
、「
ク
マ
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は

自
治
体
へ
の
財
政
措
置
を
柱
と
し

て
お
り
、
そ
れ
を
実
行
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
ガ
バ
メ

ン
ト
ハ
ン
タ
ー
の
数
が
足
り
る
よ

う
に
、
腰
を
据
え
て
取
り
組
み
た

い
。
河
川
の
樹
木
伐
採
は
、
省
庁

連
携
し
て
す
ぐ
に
対
応
し
た
い
」

と
回
答
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
上
田
環
境
事
務
次
官
か

ら
は
「
ク
マ
被
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
今
後

は
こ
れ
を
き
ち
ん
と
使
い
こ
な
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ

た
。

■
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
被
害
防
止
対

策
等
へ
の
要
望
（
項
目
抜
粋
）

１
．
指
定
管
理
鳥
獣
対
策
事
業
交

付
金
の
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

２
．
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交

付
金
の
拡
充
と
予
算
確
保
に
つ

い
て

３
．
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
の
確
保

に
つ
い
て

４
．
放
任
果
樹
の
伐
採
に
つ
い
て

５
．
ク
マ
類
対
策
に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
に
つ
い
て

６
．
国
・
県
等
に
よ
る
人
的
・
物

的
支
援
に
つ
い
て

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

法
令
外
負
担
金
を

法
令
外
負
担
金
を

審
査
審
査

負
担
金
等
委
員
会

負
担
金
等
委
員
会

ク
マ
対
策
へ
の
支
援
を
要
望

ク
マ
対
策
へ
の
支
援
を
要
望

青山環境副大臣に要望する濱舘会長（後列右から２人目）
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 令和７年12月25日現在
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ４ Ｒ９.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 阿　　部　　義　　治 S25. 9.18 ２ Ｒ８. 7.23 飯　　田　　　　　哲
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 ３ Ｒ11. 4.23 松　　橋　　　　　稔
蓬 田 村 八　　戸　　慎　　幸 S49. 3. 8 １ Ｒ11.11. 8

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 平　　田　　　　　衛 S34.11. 1 ３ Ｒ11.12.26 加　　藤　　隆　　之
深 浦 町 平　　沢　　一　　臣 S49. 9.21 １ Ｒ10.12.20 佐　　藤　　洋　　一

中郡 西 目 屋 村 桑　　田　　豊　　昭 S32. 1.11 ２ Ｒ11. 2.20

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ４ Ｒ９.11.19 三　　上　　孝　　之
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ４ Ｒ８. 7.21
田 舎 館 村 品　　川　　新　　一 S27. 2.21 １ Ｒ10.11.17 金　　枝　　尚　　明

北
郡

板 柳 町 葛　　西　　健　　人 S34. 7.18 １ Ｒ９. 4.29 長　　内　　伸　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 ３ Ｒ８. 8.20
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 ３ Ｒ11. 4.23 三　　上　　晃　　瑠

上
北
郡

野 辺 地 町 野　　村　　秀　　雄 S38. 4.15 ２ Ｒ９.10.26 江 刺 家　　和　　夫
七 戸 町 田　　嶋　　邦　　貴 S36. 7.29 １ Ｒ11. 4.23 仁　　和　　圭　　昭
六 戸 町 佐　　藤　　陽　　大 S48.11. 4 １ Ｒ10. 1.27 円　　子　　富　　浩
横 浜 町 石　　橋　　勝　　大 S16. 9.27 ２ Ｒ10.12.11 菊　　池　　義　　規
東 北 町 長 久 保　　耕　　治 S47.11.14 ２ Ｒ11. 4.23 沼　　尾　　啓　　吉
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 ３ Ｒ８. 3.25 小　　向　　仁　　生
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 ３ Ｒ８. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 野　　﨑　　尚　　文 S30.11.17 ２ Ｒ11. 1.18
東 通 村 畑　　中　　稔　　朗 S37. 7.14 ２ Ｒ11. 4.12
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 ３ Ｒ11. 2.18
佐 井 村 太　　田　　直　　樹 S50. 7.14 １ Ｒ８. 4.26 田 名 部　　二　　郎

三
戸
郡

三 戸 町 沼　　澤　　修　　二 S42. 4.25 １ Ｒ10.11.16 本　　宿　　貴　　一
五 戸 町 若　　宮　　佳　　一 S41.12.30 ２ Ｒ９. 6.26
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ４ Ｒ10. 1.14 福　　田　　博　　実
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ７ Ｒ８. 2.11 佐 々 木　　俊　　昭
階 上 町 荒　　谷　　憲　　輝 S45. 4.24 ２ Ｒ11.12.23 澤　　田　　　　　充
新 郷 村 佐　　藤　　和　　友 S43. 9.18 １ Ｒ11. 5.28 横　　田　　堅　　悦

　

任
期
満
了
に
伴
う
蓬
田
村
長
選

挙
は
、
10
月
21
日
、
告
示
さ
れ
、

新
人
の
八
戸
慎
幸
氏
（
51
）
が
無

投
票
で
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
総
務
課
副
参
事
兼
調

整
監

　

任
期
満
了
に
伴
う
鰺
ヶ
沢
町
長

選
挙
は
、
11
月
25
日
、
告
示
さ
れ
、

現
職
の
平
田
衛
氏
（
66
）
が
無
投

票
で
３
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
鰺
ヶ
沢
病
院
事
務
長
、

町
政
策
推
進
課
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
階
上
町
長
選

挙
は
、
12
月
14
日
、
投
開
票
さ
れ
、

現
職
の
荒
谷
憲
輝
氏
（
55
）
が
再

選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
議
員

蓬
田
村
長

八は
ち

戸の
へ

慎の
り

幸ゆ
き　

氏

鰺
ヶ
沢
町
長

平ひ
ら

田た　
　

衛ま
も
る　

氏

階
上
町
長

荒あ
ら

谷や

憲の
り

輝あ
き　

氏

町
村
長
選
挙
結
果



８

　

東
郡
・
上
北
郡
（
野
辺
地
町
、

横
浜
町
、
六
ヶ
所
村
）・
下
北
郡
・

む
つ
市

■
10
月
22
日（

水）

　

会
場
＝
弘
前
市
ア
ー
ト
ホ
テ

ル
弘
前
シ
テ
ィ

　

中
南
郡
・
西
北
郡
・
黒
石
市
・

五
所
川
原
市
・
つ
が
る
市
・
平
川

市■
10
月
24
日（

金）

　

会
場
＝
八
戸
市
八
戸
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル

　

上
北
郡
（
七
戸
町
、
六
戸
町
、

東
北
町
、お
い
ら
せ
町
）・
三
戸
郡
・

十
和
田
市
・
三
沢
市

主
な
打
合
事
項

１　

幹
事
保
険
会
社
か
ら
の
挨
拶

及
び
説
明
（
任
意
共
済
・
年
金

共
済
＝
日
本
生
命
保
険
相
互
会

社
）

２　

全
国
町
村
会
保
険
事
業
の
加

入
推
進
等
に
つ
い
て

３　

全
国
自
治
協
会
災
害
共
済
事

業
の
加
入
推
進
等
に
つ
い
て

４　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組

合
事
業
の
加
入
推
進
に
つ
い
て

　

本
会
は
10
月
中
旬
か
ら
下
旬
に

か
け
て
、
県
内
３
地
区
３
会
場
で

関
係
市
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合

な
ど
を
対
象
に
、
災
害
共
済
関
係

事
業
等
地
区
別
加
入
推
進
事
務
打

合
会
を
開
催
し
た
。

　

打
合
会
で
は
、
本
会
の
各
共
済

事
業
の
幹
事
会
社
で
あ
る
日
本
生

命
保
険
相
互
会
社
及
び
本
会
事
務

局
が
本
会
共
済
事
業
の
加
入
推
進

へ
の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

開
催
日
及
び
対
象
地
区

■
10
月
17
日（

金）　

　

会
場
＝
青
森
市
県
共
同
ビ
ル

加
入
推
進
に
理
解
と
協
力
を

加
入
推
進
に
理
解
と
協
力
を

災
害
共
済
関
係
事
業
等
地
区
別
加
入
推
進
事
務
打
合
会

災
害
共
済
関
係
事
業
等
地
区
別
加
入
推
進
事
務
打
合
会

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
、

10
月
６
日
、
青
森
市
の
県
共
同
ビ

ル
で
第
２
回
組
合
議
会
定
例
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
濱
舘
管
理

者
を
は
じ
め
議
員
等
の
市

町
村
長
10
名
。

　

定
例
会
で
は
、
議
案
５

件
と
報
告
事
項
１
件
を
審

議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど

お
り
承
認
・
決
定
し
た
。

議　

案

○
議
案
第
１
号　

令
和
６

年
度
青
森
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め

る
の
件
＝
歳
入
総
額
７
億

６
７
９
０
万
２
千
余
円
に

対
し
て
歳
出
総
額
７
億
５

０
２
１
万
９
千
余
円
で
、

歳
入
歳
出
差
引
額
１
７
６
８
万
３

千
余
円
。
こ
の
う
ち
９
４
０
万
円

を
財
政
調
整
基
金
に
繰
り
入
れ
す

る
。

○
議
案
第
２
号　

令
和
６
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
市
町

村
税
等
滞
納
整
理
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め
る
の
件

＝
歳
入
総
額
５
８
８
１
万
１
千
余

円
に
対
し
て
歳
出
総
額
５
３
８
３

万
２
千
余
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引

額
４
９
７
万
９
千
余
円
。
こ
の
う

ち
３
０
０
万
円
を
財
政
調
整
基
金

に
繰
り
入
れ
す
る
。

○
議
案
第
３
号　

令
和
７
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
１
号
）

案
＝
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
一
般
会
計
の
各
事
業
に
お
け
る

前
年
度
繰
越
金
を
、
そ
れ
ぞ
れ
財

政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
る
。

○
議
案
第
４
号　

令
和
７
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
市
町

村
税
等
滞
納
整
理
特
別
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
１
号
）
案
＝
今
後

の
収
支
見
込
み
に
よ
り
、
市
町
村

負
担
金
を
減
額
し
、
前
年
度
繰
越

金
を
滞
納
整
理
業
務
の
端
末
等
購

入
に
充
当
す
る
。

○
議
案
第
５
号　

青
森
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
負
担
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案
＝
市
町
村

税
等
の
滞
納
整
理
事
務
に
係
る
負

担
金
の
金
額
及
び
分
賦
方
法
に
つ

い
て
、
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
組

合
負
担
金
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
。

○
報
告
第
１
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（（
令
和
７
年
専
決
第
８
号
）

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
職

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
＝
地

方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
同
法
第

19
条
第
２
項
第
２
号
の
規
定
に
よ

る
部
分
休
業
の
承
認
単
位
を
定
め

る
等
。

提案理由を説明する濱舘管理者

令和６年度の
決算を認定

県市町村総合事務組合



９

災害発生時、町村長にはあらゆる負担がのしかかります。

その精神的・財政的負担を軽減するのが、災害対策費用保険です。

実際に活用している町村長からは「加入していてよかった」との声が届いています！

事故概要
台風の接近に伴い、大雨や暴風による人的被害発

生の可能性があるため避難指示を発令した。避難所
を 9箇所開設し、583 名が避難した。

保険金支払

万円の保険金が支払われた。

　食料・飲料代、毛布のクリーニング代として約 106
万円、職員の超過勤務手当約 366 万円の合計約 472

梅雨前線に伴う大雨により、避難指示を発令。
消防団員の出動手当や庁舎内・避難所に配置
した職員の超過勤務手当などにかかった費用
の半額が保険から支払われ、財政上、助かった。
保険の請求手続きが、それほど煩雑ではないと
ころも良かった。

保険のおかげで早めに判断できたこと
により、地域住民への避難指示の呼
びかけがスムーズに行うことができた。
また、消防団の出動手当（※）も保険対
象となることから、迷わず要請できた。
※加入している町村が支出した出動手当が対象

災害対策費用保険のご案内

　　詳細は　　　　　　　　　　で検索！

■台風による具体事例

引受幹事保険会社
損害保険ジャパン株式会社　団体・公務開発部第三課
〒 160-8338  東京都新宿区西新宿 1-26-1
TEL 050-3808-5528（受付時間：平日の午前 9時から午後 5時まで）

取扱代理店
株式会社千里

このご案内は、概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパンまでお問い合わせください。

※加入の申し込み、お問い合わせは、
青森県町村会までご連絡ください。

■令和６年度 加入実績

加入団体数 8団体

青森県 全国

4,939,055 円

375 団体

391,660,239 円保険料

地震・噴火・津波オプション
●基本補償で対象外としている地震・噴火またはこれらによる津波
に起因する避難指示または高齢者等避難を発令したことによる
費用（基本補償と同様）をお支払いします。

災害対策費用保険は、自然災害またはそのおそれが発生し、避難指示または高齢者等避難を発令し
たことにより発生した費用について保険金をお支払いする制度です。

SJ25-10277(2025.11.27)

災害対策費用保険が
後押しいたします。
※災害救助法の適用を受けた災害は除く。
ただし、災害救助法第２条第２項のみの適用
を受けた災害は一部の費用を除き補償対象。

避難所の設置費用や飲料水等の
供給費用等が対象！
職員の時間外勤務手当も対象！

住民の命を
守らないと…

空振りに
なるかも…

費用が
かかる

これまでに
経験がない

発令
すべき？
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町 村 ト ピ ッ ク ス

ト
マ
ト
の
お
い
し
さ
が

詰
ま
っ
た
蓬
田
村
の
逸
品

　トマトがおいしい蓬田村。生のトマ
トはもちろんですが、加工品もかなり
おススメです。
　特に「とまとけちゃっぷ」は驚く程
に濃厚で旨味がたっぷりです！
　ナポリタンやオムライス、フライド
ポテトなどに使用すればワンランク上
のおいしさ間違いなし。
　スプーンですくってそのまま口に運
んでも手が止まらなくなるほどに美味
しいケチャップです。

東津軽郡

た
む
ら

ぎ
た

よ
も
ぎ
た
蓬
田
村

問い合わせ先　青森スプリング・スキーリゾート
　　　　　　　TEL 0173-72-1011

問い合わせ先　中泊町役場　水産商工観光課
TEL 0173-57-2111

　鰺ヶ沢町の山あいに広がる「青森ス
プリング・スキーリゾート」は、豊富
な雪と広大な日本海を望む特別な場所
です。上質なパウダースノーと多彩な
コースが魅力で、スキーやスノーボー
ドを存分に楽しめます。雄大な海景を
望む絶景のなか、心躍る冬のひととき
をお過ごしください。
営業期間：2025年12月13日（土）～
　　　　　2026年４月５日（日）予定 西津軽郡

さ
わ
ま
ち

が
さ

あ
じ
が
さ鰺
ヶ
沢
町

雪
と
海
が
出
会
う
、

青
森
ス
プ
リ
ン
グ
・
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

冬
季
限
定
！

町
の
力
士
が
愛
し
た
味 北津軽郡

ま
り
ま
ち

ど
ま

な
か
ど
ま中
泊
町

　町の新ご当地グルメ第２弾「中泊メ
バルちゃんこ鍋」は、相撲のマス席を
イメージした９種類の具材が特徴の寒
い冬には堪らない鍋料理です。（３月
末まで提供）
　それぞれに意味が込められていて、
『勝ち』を連想させる具材も多いので、
相撲に限らず様々な必勝祈願にぜひご
賞味あれ‼
　提供店によって異なるこだわりの
スープは「津軽海峡メバル醤油スープ」
「中里産トマト味噌スープ」「十三湖し
じみ塩スープ」の３種類です。

問い合わせ先　物産館マルシェよもぎた
　　　　　　　TEL 0174-31-3040

　大鰐温泉もやしは、大鰐町に古くか
ら伝わる伝統の冬野菜です。栽培の秘
訣は、温泉の熱だけで地温を高める土
耕栽培で、栽培から仕上げに至るまで
温泉水のみを使用します。その生産方
法は決して口外されることなく受け継
がれてきました。そんな大鰐温泉もや
しは、独特の芳香とシャキシャキとし
た歯触り、味の良さ、品質の高さで多
くの人に好まれる大鰐町自慢の味わい
です。大鰐町地域交流センター「鰐
come」又は福士食料品店でご購入い
ただけます。

南津軽郡

に
ま
ち

わ
に

お
お
わ
に大
鰐
町

幻
の
冬
野
菜

大
鰐
温
泉
も
や
し問い合わせ先　大鰐町役場　企画観光課

　　　　　　　TEL 0172-55-6561
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　平成30年４月のオープンから六ヶ所
村の新たな交流拠点となった特産品販
売所「六旬館」。館内は、明るく開放
的な空間で、特産品販売コーナーには、
地場で採れた新鮮な野菜や水産加工
品、お菓子などが豊富に並んでいます。
一押しの商品は、ごろっとにんにくと
天然山椒のつくだ煮です。この商品は、
令和７年度県特産品コンクールで「農
林水産部長賞」を受賞しており、大変
人気のある商品です。また、美容業界
で注目されているサンザシをつかった
ジュースやジャム、キャンディ等、六
旬館でしか買えない商品がいっぱい
あります。皆さまのお越しをお待ちし
ております。

上北郡

し
ょ
む
ら

し

ろ
っ
か
し六

ヶ
所
村

六
ヶ
所
村
の
旬
が
集
ま
る

特
産
品
販
売
所
「
六
旬
館
」 問い合わせ先　一般社団法人六ヶ所村観光協会

　　　　　　　（六旬館内）
　　　　　　　TEL 0175-71-3115

四方位の最端の地である岩手県宮古市 
魹ヶ崎（とどがさき）、山口県下関市 
毘沙ノ鼻（びしゃのはな）、和歌山県
串本町 潮岬（しおのみさき）、青森県
大間町 大間崎（おおまざき）のこと
です。すべてを訪れた方に、本州四端
踏破証明書を交付し、記念品を贈呈し
ています。
　ご家族やお友達と一緒に、本州四端
踏破チャレンジに挑戦してみません
か？

下北郡

ま
ち
ま
ち

お
お
ま
ま大

間
町

ご
存
知
で
す
か
？

本
州
四
端
踏
破
ラ
リ
ー 問い合わせ先　大間町役場　企画経営課

　　　　　　　TEL 0175-37-2504（直通）

問い合わせ先　風間浦村役場　企画政策課
　　　　　　　TEL 0175-35-2111

問い合わせ先　三戸名物元祖まける日実行委員会
　　　　　　　TEL 0179-22-2131

下北郡

う
ら
む
ら

う
ら

か
ざ
ま
う風

間
浦
村

　本州最北端の村・青森県風間浦村の
下風呂温泉郷にある温泉施設です。２
つの硫黄泉「大湯」と「新湯」はその
昔「万病に効く良い温泉」として褒め
称えられ、武士や農民を癒してきまし
た。かつては昭和の文豪も訪れ、その
白濁したお湯と硫黄の香りに唸った、
風間浦村自慢の温泉。歴史ある名湯を、
目の前に広がる津軽海峡とヒバ造りの
浴場とともにお楽しみください。

室
町
時
代
よ
り
続
く下

風
呂
温
泉

　青森県内の「まける日」のなかでも
一番歴史が古く、江戸時代から続く伝
統行事である「三戸名物元祖まける日」
が今年も開催されます。開催日は、令
和８年２月７日（土）、８日（日）の
２日間です。レシートラリー抽選会の
他、たくさんの出店やイベントなどが
行われます。ぜひこの機会に三戸町に
足をお運びください！

三戸郡

へ
ま
ち

へ
ま

さ
ん
の
へ三

戸
町

江
戸
時
代
か
ら
続
く
年
に
１
度
の
大
売

り
出
し　

三
戸
名
物
元
祖
ま
け
る
日
！
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鶴
田
町
は
、
青
森
県
西
部
の
津

軽
平
野
中
央
に
位
置
し
、
町
の
南

に
は
秀
峰
岩
木
山
を
眺
め
、
町
の

真
ん
中
を
一
級
河
川
岩
木
川
が

流
れ
る
懐
か
し
い
田
園
風
景
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
主
な
産
業

は
、
稲
作
と
リ
ン
ゴ
栽
培
を
中
心

と
し
た
農
業
の
町
で
、
昭
和
40
年

代
に
転
作
作
物
と
し
て
導
入
さ
れ

た
ブ
ド
ウ
の
栽
培
も
盛
ん
と
な

り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ
の
ス

チ
ュ
ー
ベ
ン
と
い
う
品
種
は
、
生

産
量
日
本
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

津
軽
の
地
で
育
て
ら
れ
た
ス

チ
ュ
ー
ベ
ン
は
、
糖
度
が
高
く
酸

味
が
少
な
い
の
で
、
甘
み
を
強
く

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
香
り
が
よ
く

果
汁
も
豊
富
で
、
粒
が
多
く
て
日

持
ち
が
良
い
の
も
魅
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

町
の
観
光
名
所
の
ひ
と
つ
に
津

軽
富
士
見
湖
（
廻
堰
大
溜
池
）
に

架
か
る
「
鶴
の
舞
橋
」
が
あ
り
ま

す
。
周
辺
の
自
然
環
境
や
景
観
と

の
調
和
を
保
つ
た
め
、
橋
脚
に
は

樹
齢
1
5
0
年
以
上
の
青
森
県
産

ヒ
バ
7
0
0
本
を
使
用
し
、
日
本

古
来
の
建
築
技
術
を
駆
使
し
、
つ

が
い
の
鶴
が
羽
ば
た
く
イ
メ
ー
ジ

で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
全
長
3
0

0
メ
ー
ト
ル
の
木
造
三
連
太
鼓
橋

は
、
多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
、

「
長
い
木
の
橋
」＝「
長
生
き
の
橋
」

と
し
て
、
開
運
・
長
寿
の
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
全
国
か
ら
も
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
は
、
吉
永
小
百

合
さ
ん
が
出
演
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日

本
「
大
人
の
休
日
倶
楽
部
」
の
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
全

国
的
に
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
Ｃ

Ｍ
で
は
、「
知
ら
な
か
っ
た
の
に
、

ず
っ
と
見
た
か
っ
た
景
色
」
と
紹

介
さ
れ
、
訪
れ
た
観
光
客
の
皆
さ

ん
に
は
運
命
的
な
出
会
い
を
体
感

さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

年
間
観
光
客
数
は
、
平
成
27
年

の
３
万
人
か
ら
平
成
28
年
は
６
万

人
、
平
成
29
年
は
９
万
人
に
増
加

し
、
観
光
客
の
受
入
体
制
強
化
の

た
め
、
地
方
創
生
拠
点
整
備
事
業

を
活
用
し
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
や
お

土
産
の
販
売
を
目
的
に
、
令
和
２

年
に
観
光
施
設
「
こ
こ
に
も
あ
る

じ
ゃ
」
を
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
真
っ
た
だ
中
で
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
５
年

は
年
間
18
万
人
を
超
え
る
観
光
客

に
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
６
年
に
完
成
、
供
用
を
開

始
し
た
「
鶴
の
舞
橋
」
も
建
設
か

ら
約
30
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が

進
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

毎
年
部
分
的
な
補
修
を
し
な
が
ら
、

健
全
度
調
査
を
行
い
安
全
対
策
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
老
朽

化
に
よ
る
木
材
の
腐
朽
が
進
ん
で

お
り
、
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、令
和
５
年
度
か
ら
は「
県

営
廻
堰
地
区
農
業
水
路
等
長
寿
命

化
・
防
災
減
災
事
業
」
に
よ
り
令

和
７
年
度
ま
で
の
３
カ
年
計
画
で

改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
通
年
で
橋
を
渡

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
し
た

が
、
令
和
８
年
３
月
に
は
工
事
が

完
了
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
は
改
修
工
事
完
成
と
通
年
通

行
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
大
々
的

に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
の
装
い
も

新
た
に
な
っ
た
「
鶴
の
舞
橋
」
の

姿
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
鶴
田
町
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

鶴田町長

装
い
も
新
た
に
「
鶴
の
舞
橋
」相

あい

川
かわ

　正
まさ

光
みつ

津軽平野のほぼ中央に位置する鶴田町は、まるで鶴が羽ばたいてい
るような形をしており、町の中央には岩木川が流れています。岩木
山、そして津軽富士見湖の澄んだ湖面が四季折々に美しく輝き時を
刻む、愛おしい景観が深く心に響きます。この地に息づく縄文から
の歴史と、人々の素朴で温かな人柄が、訪れる人の心を豊かにして
くれます。

－エッセイ－


